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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

「増税阻止・減税実現の国会作ろう」

参院選に向け２倍、３倍の運動を

＜各界連が運営委員会開く＞

各界連は５月19日、運営委員会を開き、全国代表者会議で確認した方針を推進するとともに、参院選に向けて以下の点を確認しました。

①６月９日に国会要請行動をおこなう。（別項参照）
②６月17日からの「宣伝強化週間」は早めにチラシ版下、スポットを送付する

③参院選挙の政党・候補者に対する「アンケート」サンプルを送る

④参院選アピールを６月15日ころ、全国・加盟団体に送る

情勢については、「みんなの党が『消費税の前に行革』と言っているが、結局公務員攻撃で、経済をいっそう落ち込ませるものでしかない点の批判が必要」「日銀総裁が『消費税はＥＵなどに比べ低い』と総裁としてＧ２０で初めて発言し、民主党が『地方消費税拡充』『経済特区』で増税の突破口を開こうとしている点は重大」「地域での高齢者、低所得者の暮らしは大変、青年の状態でも怒りのマグマを感じさせる」「代表者会議で出されたように、追い込まれている、大変な情勢、という危機感での運動ではない。増税阻止の展望があるという点を出していこう」などが出されました。
「貧乏人いじめの税金はおかしい」
＜各界連の５月定例宣伝＞

　各界連は５月24日、時折強く降る雨の中、５月の定例宣伝を新宿駅西口でおこない、９団体19人が参加しました。年金者組合中央常任委員の久昌以明さん、全商連副会長の西村冨佐多さん、共産党中央委員会中小企業局長の最上清治さん、農民連国民運動部副部長の上山興士さん、消費税をなくす全国の会常任世話人の臼田弘子さんがそれぞれ訴えました。各弁士は21年間で２２４兆円の消費税収がありながら、法人3税の減収２０８兆円の穴埋めに使われて福祉には使われなかったこと、大企業の利益と経営者の報酬が増えたのに雇用者報酬が一貫して減少している現状を改め応能負担と所得再分配の税制を再構築する必要があること、今おこなわれている事業仕分け第2弾では米軍への思いやり予算をはじめとした軍事費と行き過ぎた大企業・大資産家優遇税制がまったく取り上げられていないことを訴えました。

　70代の男性は「大企業の内部留保の話などを聞くと、なぜそこから税金を取らないのかと思う。昔は累進課税で、金持ちから税金を取っていた。消費税のように貧乏人から取る税金は絶対おかしい」、70代の女性は、「年金だけで生活している。消費税が上がれば買い物できる量も減るだろうし、怖いのが増税時の便乗値上げ。何でも物価が上がっているなかだし、消費税増税はやめてほしい」、50代男性は買ってきたばかりらしい弁当入りの袋を持ち上げながら、「ぜいたく品に税金がかかるなら分かるけれど、毎日の食料品や安いものにも税金がかかって困ってしまう。これ以上の増税はやめてほしい」と話していました。
＜＜各地の４月、５月行動＞＞

★「財源ないから」といっていた女性も「大企業減税おかしい」と署名＜大阪＞　泉南各界連は５月17日に泉南市のスーパー「ラ・ムー」前で、同21日に阪南市のスーパー「マンダイ」前で行いました。泉南市では７人の参加で署名67人分、阪南市では10人の参加で１１３人分の署名が集まりました。買い物に来た人は、年配の男性は「少ない年金から介護保険などの天
（次ページに続きます）

引きで少なくなった。消費税増税は困る」「財源が無いから消費税を上げるしかしゃーないんやん」と言っていた女性も「庶民は増税になっているのに、大金持ちと大企業には減税されたままになっている。」と訴えると、「それはおかしいね。」と署名に応じてくれました。クラブ帰りの高校生も「おこづかい少ないのに困る」とお年寄りから若い人まで怒りを持って署名に応じてくれました。

★現職大臣の増税発言に怒りの雰囲気＜大阪＞　高槻各界連は４月24日、ＪＲ高槻駅南側陸橋で４団体９人が宣伝。署名が53人から寄せられるなど、最近の現職大臣の増税発言もあり、昨年の衆院選後とは雰囲気が変わってきていることが実感されました。

★手の不自由な人も代筆で「反対」を表明＜群馬＞　前橋各界連は４月24日、スズランデパート近くで宣伝。買物帰りの女性らが署名。病院の帰りという女性は「値上げは反対。手が不自由なので、代筆してください」と頼まれる場面もありました。

★修学旅行生もチラシ受け取り＜京都＞　京都各界連は５月25日、ＪＲ宇治駅前で４人で定例宣伝を行いました。ＪＲやバスを待つ人たちに、宣伝入りのポケットティッシュを１００枚配りました。交代でマイクをにぎり、「消費税が実施されて22年目になりました。大根もダイヤモンドも5％の『消費税』。子どもからお年寄りまで収入のない人からも、容赦なく取り立てる『消費税』。私たちは、これをなくしてほしいと運動を進めています」「今、世界では『低所得者に減税』『富裕層に増税』を行い、国民の生活を支援して経済を立て直しています。庶民のふところを温めるため、食料品など暮らしにかかる消費税の減税を求めましょう。参議院選挙では消費税増税に反対する政党候補者を国会に１人でも多く送り、消費税の増税を中止する国会を作りましょう」などと訴えました。修学旅行の高校生たちもチラシを受けとっていきました。近づいてきて「消費税が上がるのは困るね」と話しながらチラシを受け取る女性もいました。

★年金暮らしの女性も「せめて食料品非課税を」＜秋田＞　秋田県各界連は５月24日、秋田駅前ポポロロードで３団体５人が宣伝。バスの時間まで雨宿りしていた女性が「年金生活で暮らしが大変。せめて食料品だけでも消費税はなくしてほしい」と署名。雨で人通りは少なかったのですが、30分で31人から署名が寄せられました。

★高校生も「増税反対」ときっぱり＜岐阜＞　西濃各界連は５月16日に大垣駅前で４団体６人が宣伝。「民主党は４年間増税しないと約束したのに、今度の参院選では『消費税増税を明記する』としています」と訴えました。部活帰りの高校生も「消費税増税は反対です。親も仕事がなくて生活が大変です」ときっぱり署名するなど、１時間で96人から賛同を得ました。
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消費税廃止各界連絡会

国会要請行動の概要（６月９日）
　

６月９日（水）
□国会要請行動（13：15ころ～）

※衆議院第１議員会館の前にのぼりを立てます。第２議員会館前の昼集会のあと、移動をお願いします。要請書などの資料渡しをおこないますので、県あるいはグループごとに地元国会議員に要請してください。
☆　国民大運動・社保協・安保の三者による「国会行動」
（12：00～13：00　衆院第２議員会館前）
□国会要請のまとめはおこないません。

　会場が取れませんでしたので、後日ファクスで報告をお願いします。
□署名提出行動はおこないません。

　会期末が近いので、署名提出はおこないません。この日は、紹介議員になってもらうための要請に使う分だけご持参してください。署名は各界連事務局（全商連）まで、お送りください。
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